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長さが131mm (直径200凹の砥石全周長の21%) まで顕微鏡写真相当の画像を実用砥石周速30m/s において取り
込み可能であり、研削液を供給しても切れ刃摩耗面の外形は影響を受けず、高さ測定機能によりほぼ作用切れ刃
のみの画像とすることができるものであるo さらに、周方向最大測定長さが528mm (直径200mmの砥石全周長の84
%)まで拡大可能であること、作用切れ刃部の分離精度はこのシステムの50μm程度から37μm程度まで改善可
能であることを示している。
以上のように本論文は、従来型砥石作業面測定装置の監視装置としての実用性向上を図るとともに、機能の拡張・
新機能の付与により高機能化を達成し、作業面の詳細な情報が取り込み可能な監視システムを構築している。本高速
可視化システムは高度な工具監視装置として優れた特長を有し工業上重要な貢献をなすものであり、また、その構築
に至る経緯は加工計測において工学上貴重な知見を与えている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る o
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